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2 1 ■全力で対応しています／大仙市豪雪対策本部設置

■変わります身体・知的・精神障害者へのサービス

■生涯学習推進計画策定にかかるアンケート調査結果報告

■広報見聞録

■おおきなせなかに／お便りコーナー

１月11日、剛柔流空手道誠和会の初稽古。
子どもたちは、それそれの目標に向けて練習を開始し
ました。

目標に向かって始動



　
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
今
冬
。
市
で
は
栗
林
次
美
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
大
仙
市
豪
雪
対
策
本
部
」
を
１
月

10
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
え
た
除
雪
体
制
の
確
立
や
24
時
間
体
制
の
携
帯
電
話
等
を
活
用
し
た
相
談
業
務
を
行
う
な
ど
、
警

戒
を
強
め
る
と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
雪
へ
の
対
応
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
庁
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
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雪の事故には
くれぐれもお気をつけください

◆  今冬と昭和48年豪雪との積雪量の比較  ◆

豪雪対策本部を設置

　
昨
年
12
月
９
日
の
夜
か
ら
降
り
始
め
た
雪

は
、
翌
朝
に
は
各
総
合
支
所
で
20
セ
ン
チ
前

後
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
26
日
に
は
、
積
雪
が
70
セ
ン
チ
を
超

え
「
雪
害
警
戒
対
策
室
」
を
設
置
。
市
の
雪

害
対
策
実
施
要
領
に
お
け
る
同
対
策
室
の
設

置
基
準
１
２
０
セ
ン
チ
に
達
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
激
し
い
降
雪
状
況
を
考
え
、
早

め
の
対
策
を
講
じ
る
意
味
で
対
策
室
を
設
置

し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
巡
回
を
行
う
と
と

も
に
、
雪
下
ろ
し
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
月
４
日
に
は
「
警
戒
対
策
室
」

を
「
警
戒
対
策
部
」
に
切
り
替
え
、
除
雪
対

策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
除
雪
の
要
望
・
相
談
等
に
対

応
す
る
た
め
、
各
総
合
支
所
に
相
談
窓
口
を

設
置
し
た
ほ
か
、
再
度
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ

を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
降
雪
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
大

曲
地
域
の
積
雪
１
５
０
セ
ン
チ
を
最
高
に
、

各
総
合
支
所
で
１
１
０
セ
ン
チ
を
超
え
た
こ

と
か
ら
、
１
月
10
日
に
、
栗
林
次
美
市
長
を

本
部
長
と
す
る
「
大
仙
市
豪
雪
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
全
庁
体
制
で
雪
害
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
冬
の
市
の
最
高
積
雪
量
は
１
月
９
日
の

観
測
で
１
６
７
セ
ン
チ（
大
曲
除
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
調
べ
）で
、
雪
の
降
り
始
め
か
ら
の

積
雪
を
足
し
た
累
計
降
雪
量
は
５
６
４
セ
ン

チ
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
１
月
24
日
現
在
）

  

家
屋
の
倒
壊
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
現
在
で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業

時
の
事
故
な
ど
に
よ
り
死
者
４
人
、
負
傷
者

は
26
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
の
重

み
な
ど
に
よ
り
非
住
家
の
倒
壊
７
件
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
農
業
施
設
被
害
21
件
、

雪
崩
４
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
除
雪
当
初
予
算
は
約
６
億
５
千
万
円

で
し
た
が
、
休
み
な
い
降
雪
で
除
雪
車
は
フ

ル
稼
動
。
１
月
24
日
ま
で
の
除
雪
出
動
回
数

は
、
８
総
合
支
所
合
わ
せ
て
２
４
２
回
に
達

し
ま
し
た
。
早
朝
だ
け
の
除
雪
総
延
長
が
５

万
４
千
キ
ロ
を
超
え
、
こ
れ
は
地
球
を
１
周

と
４
分
の
１
以
上
ま
わ
っ
た
計
算
で
す
。

　
ま
た
、
雪
の
壁
で
狭
く
な
っ
た
生
活
道
を

中
心
に
、
12
月
末
か
ら
除
排
雪
を
実
施
し
た

た
め
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
除
雪
費
は
１

月
中
に
も
底
が
つ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
１
月
19
日
に
は
市
議
会
臨
時
議
会

を
開
会
し
、
４
億
５
千
万
の
補
正
予
算
を
上

程
し
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た

さ
ぬ
よ
う
に
早
め
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
は
じ
め
除
排
雪

体
制
に
は
万
全
の
体
制
で
の
ぞ
み
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

累
計
降
雪
量
５
メ
ー
ト
ル
超

痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

４
億
５
千
万
円
を
補
正
計
上
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■農業施設の雪対策は
大丈夫ですか。

　１月24日現在、豪雪による農業施

設被害として、21件の被害報告を受

けています。

　今後の対策としては、二次災害を

防止するためハウス周辺の除雪や農

作業小屋の屋根の雪下ろしなどを行

い、ビニ－ルを外すなどの措置を講

じていただくようお願いします。

■消防署からのお知らせ
暖房器具の取り扱いには注意しましょう。

①落雪で煙突が外れたり、破損していませんか？
②ＦＦ式ストーブの排気管が雪に埋もれていませんか？
③もし水道管が凍結したら、解凍は専門業者に委託しましょう。
④落雪により避難口が封鎖されていませんか？
もしものために２方向の避難口を確保しましょう。

⑤ホームタンクの周囲を除雪するときは、配管に傷つけないよう
慎重に行いましょう。

⑥落雪により、灯油配管が損傷していませんか？
⑦ポリタンクに灯油給油中は、絶対その場を離れないこと。

①／大屋根に登り雪を下ろすボランティア。
②の非常出口や③の室外機の周りの排雪。
④、⑤／２階からの雪で埋まった１階部分を
掘り起こすボランティア。

住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
取
り
組
む

⑤

①

④

② ③

　
１
月
10
日
の
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
と
同

時
に
、
総
務
、
企
画
、
健
康
福
祉
、
農
林
商

工
、
建
設
、
水
道
な
ど
の
各
部
局
の
幹
部
職

員
と
総
合
支
所
長
ら
に
よ
る
「
緊
急
雪
害
対

策
会
議
」
を
開
き
、
積
雪
状
況
や
雪
害
に
よ

る
事
故
、
そ
し
て
今
後
の
方
針
と
対
応
な
ど

に
つ
い
て
検
討
・
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、
栗
林
市
長
は
「
職
員
全
体

で
雪
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
会
議
を
招

集
し
た
。
市
内
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
、
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
旧
市
町
村
で
の
取
り
組
み
や
知

恵
、
工
夫
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
大
仙
市
全

体
と
し
て
雪
へ
の
対
応
を
始
め
て
い
き
た

い
。
こ
の
雪
は
市
民
の
命
、
生
活
に
か
ら
む

問
題
で
あ
り
、
早
め
早
め
に
対
応
し
た
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
除
雪
作
業
の
注
意
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
市
職
員
に
よ
る
通
学
路
の
除

排
雪
、
雪
に
よ
る
道
路
の
段
差
の
解
消
、
交

差
点
の
視
界
の
確
保
、
住
宅
街
で
は
排
雪
場

所
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
総
合
支
所
ご
と
に
職
員
に
よ
る
除
雪
隊
を

編
成
し
、
市
内
各
小
・
中
学
校
の
始
業
式
に

備
え
、
通
学
路
等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
除

排
雪
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
公
共
施
設
お
よ

び
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
交
差
点
の
除
排
雪
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
か
ら
は
、
市
に
対
し
て
雪
崩

危
険
箇
所
を
見
つ
け
る
た
め
空
中
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
し
た
い
と
の
連
絡
も
入
っ
て
お
り
、

雪
害
に
対
し
て
国
、
県
、
市
が
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
、
高
齢
者
世
帯
の
巡
回
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
市
内
郵
便
局
、
新
聞
販
売
店
か
ら

協
力
を
い
た
だ
き
、
配
達
時
に
家
屋
の
積
雪

状
況
や
安
否
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
も
ら

い
、
連
絡
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
が
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍

地
域
の
お
役
に
立
ち
た
い
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■雪道の通行には
注意しましょう。

　道路の道幅が狭い場所では、歩行

者に十分注意しながら減速して運転

しましょう。

　見通しの悪い交差点では、運転者、

歩行者の双方がよく確認し合って渡

りましょう。

　わだちのある路面や凍結した路面

では、運転者は速度を控え、歩行者も

転倒等に注意しましょう。

　児童・生徒が道路や排雪場所にで

きた雪山で遊ばないよう、地域のみ

なさんで声を掛けてあげましょう。

■地域が協力し
雪を克服しましょう。

　昨年末からの大雪で、屋根の雪下

ろし作業中の事故が非常に多く発生

しています。安全対策をしっかり行

うとともに、一人作業は避け、地域の

みなさんで協力しましょう。

　また、暖かい日は屋根上や斜面の

雪が滑りやすくなっています。雪下

ろし作業を行う方はもちろん、歩行

者、運転者のみなさんも雪崩に十分

注意して通行してください。

　屋根から落ちた雪等でボンベや

ホースなどが損傷すると、ガス漏れ

が発生し危険です。板等で覆うなど

事故防止に努めましょう。

　ガス漏れなどの異常の際は、二次

災害を防ぐためにも、火気を消し、ボ

ンベのバルブを閉じて至急販売店に

連絡しましょう。

　高齢者世帯や一人暮らし老人世帯

などの間口除雪は、地域のみなさん

で協力してあげましょう。

■凍り止め（水抜き栓）を正しく使いましょう。

雪の事故に
ご注意ください

水抜き栓のハンドルを
閉めて水を抜くとき
は、蛇口のホースは必
ずはずしてください。

一本の水抜き栓で複数
の管の水を抜いている
場合は、それぞれの蛇
口を開けてください。

蛇口を開けて水を出し
ながら、水抜き栓のハ
ンドルをいっぱいに閉
めてください。

　
１
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ（
藤
村
正

喜
組
合
長
）の
職
員
１
９
７
人
と
市
職
員
１

０
５
人
の
合
計
３
０
２
人
に
よ
る
、
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
や
保
育
園
、

小
・
中
学
校
、
さ
ら
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
な
ど
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ

秋
田
お
ば
こ
で
は
「
地
域
の
暮
ら
し
と
安
全

を
守
る
こ
と
も
農
協
の
使
命
」
と
、
活
動
エ

リ
ア
で
あ
る
大
仙
市
を
は
じ
め
仙
北
市
と
美

郷
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
申
し
込

み
、
15
日
ま
で
に
美
郷
町
で
の
除
排
雪
や
高

齢
者
宅
の
雪
下
ろ
し
を
ほ
ぼ
終
え
た
こ
と
か

ら
、
今
回
Ｊ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
仙
市

と
仙
北
市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
の

車
で
派
遣
要
請
の
あ
っ
た
５
幼
稚
園
、
１
保

育
園
、
16
小
学
校
、
６
中
学
校
と
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
６
世
帯
で
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
学
校
施
設
で
は
、
校
舎
の
非
常
口
の
確
保

や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の
周

辺
の
排
雪
、
通
路
の
幅
出
し
な
ど
の
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
校
舎
１
階
に
あ
る
非
常
口

は
、
除
雪
車
で
寄
せ
ら
れ
た
雪
や
屋
根
か
ら

落
ち
て
き
た
雪
で
ふ
さ
が
れ
た
状
態
。
ス

コ
ッ
プ
な
ど
の
除
雪
道
具
を
手
に
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
凍
っ

た
雪
の
か
た
ま
り
を
砕
き
な
が
ら
排
雪
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
側
で
は
「
業
者
に
依
頼
し
て
作
業
し

て
い
た
が
、
こ
の
大
雪
で
間
に
合
わ
な
い
状

態
。
万
が
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち

の
逃
げ
場
が
な
く
て
心
配
だ
っ
た
」
と
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
に
民
生
委
員
を
通
じ
て
除
排
雪

依
頼
の
あ
っ
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
で
は
、
雪
下
ろ
し
や
家
の
周
り
の
除
排

雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
曲
地
域
の
花
館
に
住
む
87
歳
の
方
の
自

宅
で
は
、
２
階
か
ら
落
ち
た
雪
が
１
階
部
分

を
覆
い
、
１
階
屋
根
と
周
り
の
雪
が
つ
な

が
っ
た
危
険
な
状
態
。
家
を
掘
り
起
こ
す
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
住
民
か
ら
は
、「
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て

い
ま
し
た
。
買
い
物
な
ど
は
週
に
一
度
訪
れ

る
ヘ
ル
パ
ー
に
お
願
い
し
て
い
る
の
で
心
配

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
所
の
方
が
除
雪

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
も
の
の
、
こ
の
雪
に
は

本
当
に
ま
い
っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
に
頭
が
下
が
り
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
職
員
１
９
７
人
に
よ
り
、
市
内
33

カ
所
で
行
わ
れ
た
善
意
あ
る
作
業
。
地
域
の

み
ん
な
で
協
力
し
、
事
故
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
降
り
積
も
る
雪
を
克
服
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
施
設
と
高
齢
者
世
帯
の
除
排
雪
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居宅介護（ホームヘルプ）
　居宅での入浴、排せつ、食事の介

護などを行う生活援助サービス。

行動援護
　知的障害や精神障害により、行

動が困難な方を対象とした、行動

時の危険回避援護や、外出時の移

動支援を行うサービス。

児童デイサービス
　児童を対象とした、日常生活の

基本動作の指導や集団生活への適

応訓練を行うデイサービス。

短期入所
　介護者が病気の場合などに利用で

きる短期入所による介護サービス。

重度訪問介護
　18歳以上で重度の肢体不自由者

を対象とした、居宅介護や外出時の

移動支援を行う総合的なサービス。

療養介護
　医療を受けながら介護の提供を

受けることができ、病院等の機能

訓練や療養管理、医学的管理下で

の介護や日常生活援助などが受け

られるサービス。

生活介護
　常に介護が必要な方を対象とし

た、障害者支援施設などで行われる

入浴、排せつ、食事の介護、創作・

生産活動を受けられるサービス。

重度障害者等包括支援
　常に介護が必要な方で、介護の

必要程度が非常に高い方を対象と

した、居宅介護をはじめとする福

祉サービスをひとまとめにして提

供するサービス。

共同生活介護（ケアホーム）
　18歳以上の方を対象とした、共

同生活住居で入浴、排せつ、食事の

介護などを行うサービス。

施設入所支援
　施設入所者に提供される介護

サービス。

共同生活援助（グループホーム）
　共同生活を送る住居における相

談や、日常生活の援助を受けられ

ます。

自立訓練
　一定期間のあいだ、自立した日

常生活や社会生活を送るために必

要な身体機能や生活能力向上の訓

練が受けられます。

就労移行支援
　一定期間のあいだ、就労に必要

な知識・能力の向上をはかる職場

実習などの訓練が受けられます。

就労継続支援
　雇用されることが困難な方を対

象とする就労支援です。就労機会

の提供や、就労に必要な知識・能力

向上の訓練が受けられます。

４月から給付開始 10月から給付開始

サービスを目的別に分類

新しいサービス体系
　これまでの障害福祉サービスは、「障害の種類は何か」、「自
宅か施設か」といった区別で分類され、障害種別や年齢により
大きな制度格差がありました。
　４月からの新しい制度では、これらの区分を取り払い、機能
や目的別にサービスの分類をしています。

生活の場、住まいの場によって分類されたサービスの一例。

障害福祉サービスのバリアフリー
自立した生活を目指す、すべての障害者のために

種
類
と
概
要

介
護
給
付

介
護
給
付

種
類
と
概
要

４月から給付開始

10月から給付開始

【問い合わせ】 各総合支所市民課福祉班（大曲総合支所は本庁援護福祉課）
本庁援護福祉課☎ 0187-63-1111（内線167・168）まで

訓
練
等
給
付

訓
練
等
給
付
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　これまでの障害者の制度は、種別ごとに大きな制度格差がありました。

　４月からは、ばらばらだった手続きや利用者負担の仕組みが統一され、共

通のルールをもった新しい障害保健福祉制度に変わります。

　障害者自立支援法は、障害のある方が自立した生活を送るために必要な

障害福祉サービス給付、生活支援などを行う制度です。

　前回に引き続き、障害者自立支援法について紹介します。第２回は「介

護給付と訓練等給付」、「介護給付と訓練等給付のサービスの利用」、「給付

による補装具の購入・修理」「地域支援事業」について紹介します。

障害者自立支援法

　サービスを利用するには、支給

決定の申請手続きが必要です。

　利用できるサービスは、利用者

の心身の状況（障害程度区分）や

サービスや介護の必要な程度、生

活環境などを判断材料として決定

します。

　支給決定を受けた方には、「障害

福祉サービス受給者証」をお渡し

します。サービス利用時に提示す

る必要がありますので、大切に保

管してください。

※４月１日の時点で「支援費」の支

給決定を受けている方は、これま

でと同様のサービスを利用するこ

とができます。

　義肢や装具、車いすなどの補装

具にかかる費用は、10月から原則

１割を自己負担することになりま

す。（負担が重くならないよう、所

得に応じた自己負担の上限額を設

定します）

3.
給付による

補装具の購入・修理

　障害者自立支援法において、障害

者の自立した生活のために必要な福

祉サービスを、利用者負担分を除い

て給付することを「自立支援給付」

と言います。そのうち、これまで主

に支援費で給付されていたサービス

が、大きく「介護給付」と「訓練等

給付」に分けられます。

　つまり支援費制度では居宅サービ

スと施設サービスの２つに大きく分

かれていたのに対し、新制度では利

用目的に応じた分類となり、入所施

設から離れて日中活動を選択するこ

とも可能となりました。サービスを

利用することにより、障害者が効果

的に地域生活へ移行できるよう工夫

されています。

　サービス内容についても、障害者

の地域生活移行や就労機会の提供と

いう課題に対応するため、「自立訓

練」や「就労移行支援」などの新し

いサービスが取り入れられました。

　詳しいサービスの種類とその開始

時期については６ページのとおりで

す。新しいサービスへは平成18年

10月からおおむね５年かけて移行

しますので、その間は今までのサー

ビスを利用することができます。

2.
介護給付と訓練等給付

サービスの利用1.
介護給付と
訓練等給付

　地域での生活を支えるさまざま

な事業を、地域の実情に応じて介

護給付や訓練等給付（障害者福祉

サービス）とは別に行います。

◆事業の一例

・相談支援事業

　さまざまな相談に応じます。

・移動支援事業

　自立支援給付の対象とならない、

外出時の円滑な移動を支援します。

・日常生活用具の給付・貸与事業

　補装具以外の機器で、日常生活を

便利あるいは容易にするものの給付

やレンタルを行います。

4. 地域生活支援事業
10月から開始

新サービスのしくみ

自
立
支
援

医
療
自
立
支
援

医
療

補
装
具
費

の
支
給

補
装
具
費

の
支
給

地
域
生
活

支
援
事
業

地
域
生
活

支
援
事
業

障害者・障害児

障害福祉サービス

介 護 給 付

訓 練 等 給 付
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現
在
、教
育
委
員
会
で
は
市
の
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
10
月
上
旬
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
20
歳
以
上
の
市
民
２
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
ア
ン
ケ
ー
ト

を
依
頼
、
１
０
３
５
人（
回
答
率
51
・
８
％
）の
方
々
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

魅
力
的
で
参
加
し
た
く
な
る
講
座
の
開
催

約
４
割
が
家
庭
教
育
に
自
信
が
な
い

　
生
活
様
式
の
変
化
、
価
値
観
の

多
様
化
、
自
由
時
間
の
増
大
な
ど

と
言
わ
れ
る
中
、
私
た
ち
は
よ
り

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
、
高

度
で
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
々
の
多
様
化
・

高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
に
よ
り
、
豊
か
な
内
容

の
学
習
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動

を
支
援
・
促
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　「
自
由
時
間
の
増
大
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、余
暇
の
過
ご
し
方
の
ト
ッ

プ
は
、
平
日
、
休
日
と
も
「
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
視
聴
」
で
し
た
。
休
日
で

は
「
休
養
」「
旅
行
」「
趣
味
活
動
」

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
が

平
日
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
１
）

　
ま
た
、過
ご
し
方
の
満
足
度
に
つ

い
て
は
、73
％
の
方
が
満
足
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、「
趣
味

的
活
動
」「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」「
家
庭

生
活
技
能
向
上
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
順
に
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
）

　
ま
た
、活
動
に
参
加
す
る
目
的
と

し
て
、「
生
き
が
い
」「
仲
間
づ
く
り
」

「
健
康
維
持
」
と
い
っ
た
理
由
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
今
後
、
市
民
が
学
ぶ

必
要
を
感
じ
て
い
る
内
容
と
し
て
、

「
健
康
」「
高
齢
・
福
祉
」「
自
然
災

害
」
の
順
と
な
り
、
高
齢
化
社
会
へ

の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
ま
た
、地
域
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
は
、66
％
の
方
々

が
関
心
が
あ
る
と
答
え
、
今
後
、
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
に
大
事
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
的
な
活
動
を
支
援
・
促
進
し

充
実
を
図
る
た
め
に
、市
民
が
行
政

に
対
し
て
望
む
こ
と
と
し
て
、「
魅

力
あ
る
講
座
、
教
室
の
開
設
」「
芸

術
文
化
に
親
し
む
機
会
」「
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
」が
上
位
を
占
め
ま

し
た
。（
グ
ラ
フ
３
）

　
市
と
し
て
、よ
り
魅
力
あ
る
学
習

講
座
、よ
り
使
い
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
や
充
実
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、地
域
社
会
や
家
庭
の
環
境

が
変
化
し
、住
民
の
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
意
識
や
連
帯
感
が
薄

れ
る
と
と
も
に
、家
庭
の
教
育
力
も

低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
完

全
学
校
週
５
日
制
へ
の
移
行
、２
学

期
制
の
導
入
な
ど
を
受
け
、家
庭
や

地
域
に
お
け
る
教
育
は
、一
層
重
要

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、家
庭
で
の
教
育
に
お
い

て
重
要
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い

て
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
礼
儀
」

■
余
暇
の
過
ご
し
方

■
生
涯
学
習
活
動
の
実
態

■
市
民
の
学
習
要
望

■
家
庭
教
育
の
重
点
項
目

■
生
涯
学
習
充
実
へ
望
む
こ
と

大
仙
市
生
涯
学
習
に
関
わ
る
市
民
意
識
調
査
報
告

【
問
い
合
わ
せ
】

大
仙
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
３
３
８

　　　自分が学んだ「音楽」について発表。
　　　　（大川西根小学校「楽器まつり」から）
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が
最
も
多
く
、「
他
を
思
い
や
る
心

を
育
て
る
」「
社
会
の
ル
ー
ル
」
の

順
に
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
４
）

　
し
か
し
、家
庭
教
育
の
自
信
に
つ

い
て
「
自
信
が
な
い
」
と
答
え
た
方

が
40
％
と
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ

４
）

　
教
育
の
原
点
で
あ
り
、出
発
点
で

あ
る
家
庭
。少
子
化
や
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
る
過
保
護
や
放
任
、児
童

虐
待
が
社
会
問
題
に
な
る
な
ど
、全

国
的
に
家
庭
教
育
で
の
基
本
が
忘

れ
ら
れ
、家
庭
教
育
力
が
し
だ
い
に

低
下
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
応
と
し
て
、行
政
に
よ
る

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
学
習
や
講

座
の
開
催
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
、地

域
で
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
学
校

教
育
で
生
か
し
、教
育
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
も
生
涯
学
習
の
大
き
な

役
割
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、協
力（
連
携
）

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、授
業
以
外
の
活
動
に
つ
い

て
は
か
な
り
積
極
的
な
参
加
が
で

き
る
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
学
校
で
の
活
動
に
対
し
、

地
域
の
住
民
が
積
極
的
に
連
携
し
、

応
援
し
た
い
と
い
う
方
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
各
人
が
自
発
的
意
志
に
基
づ
き
、

必
要
に
応
じ
て
、自
己
に
適
し
た
手

段
・
方
法
を
選
び
な
が
ら
、
生
涯
を

通
じ
て
行
う
「
生
涯
学
習
」。
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、市

民
は
行
政
に
対
し
、魅
力
的
で
参
加

し
た
く
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
、

講
座
・
教
室
開
催
の
工
夫
を
求
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
、約
４
割
の
家
庭
が
家

庭
教
育
に
自
信
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。行
政
が
こ

れ
ら
家
庭
教
育
や
、市
民
が
必
要
と

し
て
い
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る

必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、家
庭
や
地
域
、学
校
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
な
が
ら

「
学
ぶ
」
こ
と
が
大
切
な
中
、
学
校

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
た
い
と
い
う
、意
見
も
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
々
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
よ
り
、私
た
ち
の
生
活

を
楽
し
く
、豊
か
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
。今
後
と
も
市
民

の
学
習
や
活
動
意
欲
を
大
事
に
し

な
が
ら
、市
民
が
主
体
的
に
学
習
で

き
る
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
学
校
と
地
域
の
連
携

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　
今
後
の
進
め
方
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　戦没者等の死亡当時の遺族で、遺族年金等を受

ける方がいない場合、次の優先順位で特別弔慰金

が支給されます。

◆優先順位／

①平成17年４月１日までに弔慰金の受給権を取得

した方

②戦没者等の子

③戦没者等と生計関係があった父母、孫、祖父母、

兄弟姉妹（姓が変わっている方、遺族以外の方と

養子縁組している場合を除く）

④③以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹

⑤三親等内の親族で、戦没者等の死亡時まで引き

続き１年以上生計関係があった方

◆支給額／年額４万円（10年間）

【問い合わせ・申し込み】

各総合支所市民課（大曲総合支所は本庁社会福祉課）

本庁社会福祉課（内線158・162）まで

申請はお済みですか

戦没者等の特別弔慰金4

加盟手続きを２月で締め切ります

大仙市体育協会3
　大仙市体育協会への加盟手続きを２月で一旦締

め切ります。大仙市体育協会への加盟については、

支部に加盟している団体と、体育協会に加盟して

いない団体で手続きが違います。加盟に関する詳

しい申請方法についてはお問い合わせください。

◆加盟申請手続き／

【支部加盟団体】大仙市体育協会に加盟申請

【未加盟団体】大仙市体育協会支部に加盟後、大

仙市体育協会に加盟申請

◆申込受付期限／２月28日（火）

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会各分室スポーツ振興班

スポーツ振興課☎ 0187-63-1122まで　

2
わずかな掛け金、家族の安心

交通災害共済
　県内の住民が助け合い、事故や災害に遭った方

を救済する制度です。

　交通災害は１日の通院・入院から、不慮の災害は

１日の入院から保険料を請求することができます。

◆加入対象／大仙市に住所のある方

◆掛け金／【交通災害】400円、【不慮の災害】600円

◆共済期間／４月１日から平成19年３月31日まで

※４月１日以降に加入した方は、加入日の翌日か

ら平成19年３月31日まで

◆申し込み受け付け／２月13日（月）から

【問い合わせ・申し込み】

各総合支所市民課

※大曲地域は各地区公民館でも申し込みができます。

ふるさと宅配便には、しその実漬、いぶりがっこ、きゅうりの
パリパリ漬け、梅漬け、ほしもち、切りもち、三杯みそ、わら
び、ぜんまい、米（あきたこまち１㎏）が入っています。

まごころの味届けます

「ふるさと宅急便」第２弾1
　西仙北ふるさとの味の会では、昨年の暮れに続

く第２弾として、手作りの漬物や餅菓子、山菜等を

ふるさと宅配便として発送します。

　「ふるさと宅急便」を希望する方は、西仙北総合支

所農林振興課までお申し込みください。

◆料金／3,800円消費税・送料込み（米なしの場合

3,500円）

◆申込受付期限／２月28日（火）

◆発送予定日／３月８日（水）

【問い合わせ・申し込み】

西仙北総合支所農林振興課☎0187-75-2966まで
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9
課税免除には申請が必要です

固定資産税の課税免除
　４月から町内・集落会館、児童館等の建物、その

敷地の固定資産税が申請により免除されます（有償

で貸し出しているものを除く）。公園・広場などの

ように空き地を無償で開放している土地も免除の

対象となります。

　このような物件をお持ちの方は、最寄りの総合

支所税務課へご相談ください。

【問い合わせ】

各総合支所税務課

本庁税政課（内線262）まで

7
請求はお済みですか

戦没者等の特別給付金
　戦没者等の妻・父母で、要件を満たす方に特別給

付金が支給されます。

　請求期限を過ぎると給付金を受け取ることがで

きなくなりますので、忘れずに請求してください。

　詳しい手続きについてはお問い合わせください。

◆対象／

①平成15年４月１日現在で恩給法による公務扶助

料・特例扶助料、または戦傷病者戦没者遺族等援護

法による公務死亡、勤務関連死亡を支給事由とす

る遺族年金・遺族給与金の支給を受けている方

②戦没者死亡後から平成15年までに、氏（名字）を

同じくする子がいなかった父母、祖父母

◆請求期限／３月31日（金）

【問い合わせ・手続き】

秋田県福祉政策課☎ 018-860-1318まで
本庁社会福祉課（内線158・162）まで

　囲碁を通じ青少年の健全育成と集中力を養うた

め、学校で囲碁を指導する教職員や一般の方を対

象とした囲碁指導員講習会を行います。参加者に

は「指導員ガイドブック」を無料で差し上げます。

◆日時／２月25日（土）午後１時～

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆参加費／無料

◆申込受付期限／２月17日（金）

【問い合わせ・申し込み】

教育委員会生涯学習課（内線338）まで

日本棋院の囲碁講習会を大仙市で

囲碁指導員講習会8

　秋田県福祉相談センターでは、聴覚に障害のある

方を対象とした、無料の身体障害者巡回相談を行い

ます｡さまざまな質問も受け付けていますので、お

気軽にお越しください。

◆日時／２月23日（木）正午～午後３時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆持参するもの／障害者手帳、印鑑

【問い合わせ】

本庁援護福祉課障害班（内線168）まで

困ったことはありませんか

身体障害者巡回相談6

専門指導員を募集しています

集落営農・法人化支援センター5
　集落営農の組織化・法人化の指導、営農指導を業

務とする嘱託職員を募集します。

◆職種･定員／農業専門指導員・５人

◆応募資格／

①農業改良普及員、営農指導員等の資格がある方

②農業経営・技術指導の経験がある方

◆雇用条件／

賃金／月額17万円から18万円まで

勤務時間／週35時間以内（月曜日から金曜日まで）

※集落等の要請により、休祭日、夜間勤務の場合も

あります。

◆申し込み方法／履歴書（家族構成を記載）に写真を

添付し、提出してください。

※面接の詳細については後日連絡します。

◆申込受付期限／３月１日（水）※当日まで必着

◆採用予定日／４月３日(月）

【問い合わせ・申し込み】

本庁農林課（内線267）まで

　家庭や事業所での給油時の不注意、配管類の破

損による油流出事故が多発しています。

　ホームタンクには多量の灯油が備蓄され、事故

が起きると回収が困難なことから、近隣水路や周

辺環境を汚すことになります。

　給油の際はよく注意し、配管類は常に点検する

ようお願いします。

【問い合わせ】

各総合支所市民課（大曲総合支所は環境課）

本庁環境対策課（内線146）まで

給油時の注意と適時点検を忘れずに

灯油流出による事故の防止10

事故は少しの注意と点検で防げます。
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威勢よく社殿へ突進する男衆。

　450年以上の伝統を誇り、その荒々しさで知ら

れる八坂神社（中仙地域・清水）の梵天奉納が、１

月15日に行われました。今年も男衆がもみ合いな

がら梵天を奉納する迫力ある姿を見ようと、多く

の見物客が境内に集まりました。

　梵天は早朝から各集落を回り、行く先々で振る

舞い酒を受けながら梵天唄を披露。無病息災や交

通安全などを願い八坂神社へと向かい、午前10時

ごろには神社に続々と到着しました。

　先陣を切って清水小学校全校児童96人による

梵天２本が奉納された後、清水各地区と太田駒場

地区の梵天など、計７本が奉納されました。社殿

前で梵天唄を高らかに唄い、「ジョヤサー」の声が

一段と大きくなると社殿へと突入。気合十分で突

進する奉納する側と、それを阻止する側とで激し

くもみ合い、会場は熱気にあふれていました。

八坂神社・梵天奉納
ジョヤサーの掛け声で社殿に突進

地域が協力し、日ごろから備えることが大切です。

　１月22日、第52回文化財防火デーにあわせ、

大曲地域の古四王神社と中仙地域の水神社、協和

地域の唐松神社で防火訓練が行われました。

　大曲地域で行われた「第19回古四王堂火消しも

ちまつり」では、東大曲小学校児童で組織する高

畑少年消防クラブ（会員87人）や古四王際婦人消

防隊、地元消防団、消防署など約300人が参加し、

神社拝殿から出火したという想定での消防訓練が

行われました。

　訓練後には、消防署員による火伏太鼓の奉納演

奏が行われる中、子どもたちが元気にもちつきを

行い、会場を訪れた人たちに振る舞われました。

また、あわせて行われた東大曲小学校の雪まつり

では、雪中田植えや天筆焼きなど小正月行事を楽

しみました。

大曲・中仙・協和地域で文化財の防火訓練
みんなで守れ地域の宝

　恒例の第23回大仙市仙北新春将棋大会が元日

に、仙北ふれあい文化センターで開かれました。

　大会には、市内外から小学生を含む43人が参加

し、Ａ級（２段以上）、Ｂ級（初段以下）、小学生の

３部門に分かれて今年最初の勝負に臨み、将棋盤

をにらみ合いながら熱気あふれる対局が繰り広げ

られました。各部門の優勝者は次のとおりです。

【Ａ級】▼優勝＝野藤鳳優（角間川）【Ｂ級】▼優勝

＝栗谷和夫（大曲花園町）【小学生】▼優勝＝竹村

祐太郎（横堀小５年）　　　　　　　　　<敬称略>

第23回大仙市仙北新春将棋大会
棋士たちが新春の腕だめし

新春から静かな熱戦が繰り広げられました。
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　１月14日、大仙市スポーツ少年団の大曲と西仙

北の両支部では、団員の体力と運動機能をチェッ

クするため、運動適性テストを行いました。

　大曲体育館で行われた大曲支部のテストには、

スポ少22団体から約420人の子どもたちが参加。

今年から希望者に対し、秋田大学神経運動器学講

座整形外科学分野講師を務める、皆川洋至医師と

その研究グループによる、ひじ、肩、ひざなどの

スポーツ障害検査も行われました。

　市スポ少の本部長でもある藤谷弘志・大曲支部

長は「現状の子どもたちの運動適性を科学的に認

スポ少大曲・西仙北で運動適性テスト
運動能力を知り、生涯にわたる活動を

超音波を使用した関節の検査。
検査でけがを指摘される子ども
もいました。

　１月20日、前読売巨人軍の監督で、現役時代は

投手として活躍した堀内恒夫さんを迎えた講演会

が、太田文化プラザで行われました。

　堀内さんは、地元の小・中・高校の野球部員、野

球関係者、住民など約200人の前で、「私の野球人

生」と題して講演。監督時代の苦労話や一緒にプ

レーした王、長嶋の話などにふれながら、堀内さ

ん自身の野球人生について話してくれました。

　プロで203勝をあげた堀内さんは、高校卒業後

ドラフト１位で巨人軍に入団。入団後すぐに200

勝という夢を掲げてプロ生活を開始しました。夢

堀内恒夫さんの文化講演
夢を高いところに掲げ、見続けること

を高いところに掲

げ、失敗しても言

い訳や他人のせい

にするのではな

く、自分の未熟さ

を認めて、練習に

励むなど、目的を

しっかり持って毎

日努力すればプロ

も夢ではないと励

ましてくれまし

た。

識することは、本

人はもちろん指

導者や保護者に

とっても大切な

こと。成長期の子

どもたちに無理

な練習をさせな

いなど、けがを予

防しながら生涯

にわたり楽しく

スポーツできる

活動につなげた

い」と話していま

した。

「野球とは」との質問に天職と答
える堀内さん。１時間30分にわ
たり熱く語りました。

１年間の無病息災、
五穀豊穣を願い地区
の家々をまわりまし
た。
上写真／北楢岡地区
下写真／大沢郷宿

　１月５日、神岡地域の北楢岡地区に江戸時代から伝

わる小正月行事「鳥追い」が行われました。獅子舞、

ちょうちん持ちの小・中・高校生の鳥追い一行は、熊

野神社でおはらいを受けた後、午後７時前から雪室の

中にろうそくを灯した地区の家々を、笛や太鼓を鳴ら

しながら歩きました。厄年に当たる42歳の男性と33

歳の女性が住む家庭では、家の前に年齢と同数のろう

そくを灯して一行を待ちました。

　また、西仙北地域大沢郷宿地区では21日に「鳥追

い」を行いました。子どもたちは日没とともに宿の神

社に集合し、ホラ貝を吹き、太鼓を打ち鳴らしながら

集落を一巡し、１年間の無病息災と五穀豊穣を祈願し

ました。

神岡の北楢岡・西仙北の大沢郷宿「鳥追い」
作物に害をなす鳥を祓い、五穀豊穣
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ド
リ
ガ
メ
を
飼
っ
て
お
り
、
大
き
い
の

　
　
が
２
匹
い
ま
す
。
17
㎝
く
ら
い
の
大
き

さ
で
、
最
近
水
槽
が
小
さ
く
な
っ
て
ま
す
!!

（
中
仙
地
域
・
40
歳
・
女
性
）

　
　
母
さ
ん
や
弟
と
広
報
を
取
り
合
っ
て
、

　
　
い
つ
も
見
て
い
ま
す
。「
お
も
わ
ず
パ

チ
リ
」「
編
集
後
記
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

次
の
広
報
も
楽
し
み
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
13
歳
女
性
）

　
　
の
大
事
な
色
、
赤
、
緑
、
黄
色
を
バ
ラ

　
　
ン
ス
よ
く
食
べ
た
い
で
す
。

　
大
仙
市
に
な
り
話
題
が
豊
富
に
な
り
、
旧

市
町
村
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
も
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
協
和
地
域
・
51
歳
女
性
）

　
　
ま
り
に
も
天
候
が
悪
く
、
雪
遊
び
に
も

　
　
二
の
足
を
踏
む
感
じ
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
っ
ぱ
な
し
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
有
り
余
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
室
内
で

遊
べ
る
児
童
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
幼
児
が
行
っ
て
も
遊

べ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
37
歳
女
性
）

【
児
童
家
庭
課
】

　
各
地
域
に
児
童
館
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

児
童
援
護
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
、

各
総
合
支
所
に
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
　
近
「
食
育
」
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
等
で
取

　
　
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
ご
ろ
の
子

ど
も
た
ち
の
食
の
乱
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　「
ご
飯
と
言
う
よ
り
は
お
や
つ
で
し
ょ
う
」

と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
子
ど
も
た
ち
の

食
生
活
に
、
親
は
何
と
も
思
わ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

　
　
さ
な
子
ど
も
が
２
人
い
る
私
に
と
っ
て

     

「
食
育
」
記
事
は
、
興
味
深
く
拝
見
で

き
ま
し
た
。

　
給
食
に
関
す
る
、
栄
養
士
さ
ん
、
調
理
師

さ
ん
た
ち
の
苦
労
や
熱
意
が
伝
わ
り
、
安
心

し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
40
歳
女
性
）

　
　
材
厨
房
の
「
か
ぶ
の
千
枚
漬
け
」
を
最

　
　
近
ス
ー
パ
ー
で
見
つ
け
て
買
い
求
め
ま

し
た
。
今
度
は
レ
シ
ピ
を
見
て
手
づ
く
り
し

て
み
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
十
分
納
得
で
き
る
ま

で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
46
歳
女
性
）

　
　
イ
ズ
に
答
え
る
た
め
に
、
広
報
に
よ
く

　
　
目
を
通
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
思
わ
ぬ
記
事
に
出
会
い
、
喜

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
の
写
真
が
す
て

き
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
82
歳
女
性
）

ミ

食 最

　
　
集
「
食
育
」
で
は
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し

　
　
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
、
こ
ち
ら
ま
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
何

度
も
開
い
て
見
た
く
な
る
広
報
で
し
た
。

（
西
仙
北
地
域
・
57
歳
女
性
）

　
　
育
の
記
事
を
読
み
、
給
食
が
な
つ
か
し

　
　
く
な
り
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
19
歳
女
性
）

　
　
年
出
稼
ぎ
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
正
月

　
　
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
休
む
暇
な

く
、
毎
日
雪
か
き
、
雪
下
ろ
し
、
下
屋
の
雪

投
げ
と
、
ゆ
っ
く
り
す
る
暇
も
あ
り
ま
せ

ん
。
春
の
雪
解
け
で
も
か
た
づ
け
が
大
変
で

す
ね
。

（
大
曲
地
域
・
55
歳
男
性
）

　
　
曲
養
護
学
校
の
み
な
さ
ん
の
手
づ
く
り

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

手
が
凝
っ
て
い
て
カ
ワ
イ
イ
と
思
い
ま
し

た
。
心
の
こ
も
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
写

真
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
22
歳
女
性
）

　
　
く
は
漢
字
や
数
学
、
英
語
の
検
定
に
取

　
　
り
組
ん
で
い
ま
す
。
検
定
勉
強
に
は
参

考
書
が
必
要
で
す
の
で
、
も
し
も
図
書
カ
ー

ド
が
当
た
っ
た
ら
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ど
う
か
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
仙
北
地
域
・
13
歳
男
性
）

１
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

小

特食

お

ク

大ぼ 毎

「新酒の季節です」
　取材途中に造り酒屋の前を通った。

軒先には、新酒の仕込みを告げる「杉

玉」（酒琳）が吊されていた。

　酒づくりはいろんな工程に分かれ、

蔵人のチームワークが酒の味を決める。

　「和譲良酒」

　和は良い酒を醸し出し、良い酒は和

を醸し出す。人の和と知恵を持って、

まちづくりもこうありたい。

食あ
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と
県
で
は
広
報
誌
の
綴
じ
穴
の
位
置
が

　
　
違
う
た
め
、
フ
ァ
イ
ル
保
存
し
に
く
い

状
況
で
す
。
広
報
だ
い
せ
ん
も
左
綴
じ
の
印

刷
に
変
更
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
、
右
綴
じ
に
し
て
い
る
理
由
が
あ
っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
29
歳
女
性
）

【
広
報
担
当
】

　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報

だ
い
せ
ん
は
、
新
聞
と
同
様
に
縦
書
き
を
基

本
に
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
右
綴
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
１
日
号
の
特
集
記
事
の
よ
う
に
文
章

が
長
く
な
る
場
合
な
ど
は
、
縦
書
き
の
方
が

読
み
や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
縦
書
き
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
英

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

ＪＡ秋田おばこと市職員による除雪ボランティア
何人が作業に従事したでしょう？

①105　②197　③302

２ 15

　
　
つ
も
お
便
り
広
場
と
食
材
厨
房
を
楽
し

　
　
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

場
産
の
お
い
し
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
太
田
地
域
・
57
歳
女
性
）

　
　
月
に
出
産
予
定
で
す
。
昨
年
嫁
ぎ
い
ろ

　
　
い
ろ
不
安
で
す
が
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
も
っ
と
安
全
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

（
大
曲
地
域
・
31
歳
女
性
）

　
　
校
の
平
和
中
が
「
体
力
つ
く
り
」
コ
ン

　
　
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
こ
と
を
知
り
、
う

れ
し
い
で
す
。
私
の
当
時
は
マ
ラ
ソ
ン
で
、

苦
し
く
て
も
３
年
間
休
ま
ず
参
加
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

（
神
岡
地
域
・
24
歳
女
性
）

い３

語
表
記
や
グ
ラ
フ
な
ど
が
多
い
ペ
ー
ジ
な
ど

は
横
書
き
が
見
や
す
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
一
ペ
ー
ジ
内
に
縦
書
き
と
横
書
き

の
記
事
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
罫
線
を

用
い
ず
に
情
報
の
違
い
を
明
確
に
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
右
綴
じ
で
あ
っ
て
も
、

縦
書
き
と
横
書
き
を
使
い
分
け
て
い
る
状
況

で
す
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
広
報
誌
を
作
る
こ

と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
読
み
や
す
く
、
親
し
ま

れ
る
広
報
誌
の
編
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
、
綴
じ
穴
の
違
う
広
報
誌
を
一
緒

に
保
管
、
保
存
す
る
こ
と
は
大
変
と
思
い
ま

す
が
、
別
々
に
綴
じ
る
な
ど
、
使
い
勝
手
の

よ
い
方
法
を
工
夫
さ
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

母

市
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大
仙
市  

人
権
擁
護
委
員

　旧南外村の広報紙「広報なんがい」の昭和34年の創刊号から平成17

年の最終号まで（一部欠番あり)を当時のまま集録した「広報なんがい」縮

刷版を販売します。大仙市の中で唯一の村だった「なんがい」。縮刷版に

は、半世紀にも及んだ歴史の中で、着実に発展を遂げた南外村の様子が

記されています。大仙市と南外地域への理解を深めたい方には格好なテ

キストです。ぜひお買い求めください。

販売価格／3,500円（冊子版４冊とPDFデータ版CD-ROM１枚）

【問い合わせ】南外総合支所地域振興課☎0187-74-2111（内線135）まで

村の50年が詰まっています

広報なんがい縮刷版
発売中です。

　
介
護
保
険
事
務
所
移
転
の
た
め
住
所
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。
電
話
番
号
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所

庶
務
班
☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
０

保
険
管
理
班
☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
１

認
定
審
査
班
☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
２

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
８
７（
86
）３
９
１
４
ま
で

【
変
更
前
の
所
在
地
】

期
日
／
２
月
24
日（
金
）ま
で

場
所
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

住
所
／
〒
０
１
４-

０
０
６
３

　
大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
７
番
53
号

【
変
更
後
の
所
在
地
】

期
日
／
２
月
27
日（
月
）か
ら

場
所
／
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階

（
旧
仙
北
町
役
場
３
階
）

住
所
／
〒
０
１
４-

０
８
０
５

　
大
仙
市
高
梨
字
田
茂
木
10
番
地

　
平
成
17
年
12
月
31
日
任
期
満
了（
任
期
３
年
）の
人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、12
月

開
会
の
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

介 護 保 険 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

介護保険事務所移転のため
住所が変わります

進藤 美津子 さん
協和地域・64歳

すすむ

菊地 進 さん
協和地域・68歳

冨岡 妙子 さん
中仙地域・50歳

げん じ

中沢 玄爾 さん
神岡地域・71歳

  渡邊 和善 さん
大曲地域・62歳

広報「なんがい」冊子版（写真奥）
とPDF データ版CD-ROM（写真手
前）。セットで3,500円です。

18



■魅惑のアマリリス展
期間／２月14日（火）から３月５日（日）まで

■バイオを楽しむ
日時／２月５日(日)午前10時～正午
定員／15人
参加費／無料

■バイオにチャレンジしよう
対象／小・中学生とその保護者（要同伴）
期日／２月４日(土)
定員／15人
参加費／無料
※両教室とも大曲農業高校生が協力します。

参加申し込みは、開催日の1カ月前から電話

（0187-68-2300）で受け付けます。

※11月から３月まで閉館時間が午後４時になります

２

19

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるため、
協力者をお待たせしないよう予約制をとっていま
す。成分献血に協力いただける方は健康増進課
（☎ 0187-62-9301）までお申し込みください。



就職へのワンステップ
若年者ワンストップセンター
　秋田県と秋田労働局が連携し

て、若年者の就職支援を行ってい

ます。就職に関して悩んでいる方

は、お気軽にご相談ください。

■若年者ワンストップセンター

開館時間／午前９時～午後６時

会場／秋田テルサ３階（イオン秋

田ショッピングセンター隣り）

【問い合わせ】

☎ 018-826-1735まで
■南部サテライト

開館時間／午前10時～午後７時

会場／ZEN EPOQUE内（横手市・

秋田ふるさと村入口交差点付近）

【問い合わせ】

☎ 0186-44-5100まで

安心して暮らせるために
在住外国人のための出張相談
　秋田県に在住する外国人のため

に、法律、精神的な悩みに関する

相談会を行います。

◆対象／県内在住の外国人と日本

人の関係者

◆日時／２月17日（金）午後２時

～４時

◆会場／朝倉公民館（横手市朝倉町）

◆参加費／無料

◆申込受付期限／２月14日（火）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県学術国際政策課

☎ 018-860-1219まで

異文化に関心のある方を募集
日本語コーディネーター講習会
　日本在住外国人の文化の違いに

よる苦労を体験し、地域で暮らす

外国人との交流や日本語指導につ

いて学ぶ、無料の講習会です。

◆日時／２月19日（日）午前10時

～午後2時30分

◆会場／大曲中央公民館

◆講師／国際教養大学助教授・杉

山朗子さん

【問い合わせ】

教育委員会生涯学習課

☎0187-63-1111（内線338）まで

韓国旅行のきっかけづくり
地元食材の韓国風料理教室
　仙北地域国際定期便利用促進協

議会では、秋田空港からの韓国旅

行のきっかけ作りとして、無料の

韓国風料理教室を行います。

◆期日・会場／①２月12日（日）・

美郷町千畑交流センター②２月

19日（日）・秋田県立農業科学館

③３月12日（日）・仙北市農林業

研修センター

◆時間／午前10時～午後１時

◆定員／①③15人②10人

◆持参するもの／エプロン、三角きん

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5114まで

住まいづくりの講習会
秋田花まるっ住宅ガイドライン
　安心して暮らせる住まいづくり

のための、無料講習会です。

◆日時／２月21日（火）午後１時

30分～

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆申込受付期限／２月20日（月）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県建築住宅課

☎ 018-860-2562まで

制度と活用方法を学ぶ
無料の知的財産権セミナー
　セミナーに関する詳しい内容に

ついてはお問い合わせください。

◆日時／３月２日（木）午後１時

30分～４時

◆会場／大曲職業訓練センター

◆申し込み方法／ファックス(022-

308-5463)か、メール（seminar-

ntts@nec-tokin.com）で申し込み

◆申込受付期限／２月27日（月）

【問い合わせ・申し込み】

NECトーキンテクノサービス

☎ 022-308-5461まで

インストラクター指導の運動
健康づくり教室・個別指導講座
■２月健康づくり教室

　開催日にはトレーニングルームも

利用できます。初日に中仙市民会館

窓口でチケットをお求めください。

◆対象／高校生以上

◆日時／【ダイエット教室】毎週

水曜日午後２時～３時30分【健

康運動教室】毎週金曜日午後７時

～８時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆参加費／2,000円

■各種個別指導講座

　中仙市民会館トレーニングルーム

では、初心者・ダイエット・筋力アッ

プ・健康対策の個別指導を行ってい

ます。希望者は、会館窓口で「個別

指導券」をお求めください。

◆個別指導券／各1,000円（月額）

【問い合わせ】

中仙保健センター

☎ 0187-56-7211まで

中仙市民会館トレーニングルームの「健康
づくり教室券」（写真左）と「個別指導券」

雪による事故を防ぐ
ガスボンベ周囲の除雪

　落雪によるガスボンベの破

損にご注意ください。ガス漏

れなどの際はすぐに取り出せ

るよう、万が一に備え、ガス

ボンベの周りは常に除雪する

ようにしましょう。

除雪ボランティアを募集
　大仙市社会福祉協議会では、除雪ボランティアを

募集しています。

　詳しくはお問い合わせ願います。

　あなたの力を必要としています。

【問い合わせ・申し込み】

大仙市社会福祉協議会　☎ 0187-63-0277まで
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全国公演ファイナル
ひゃくば

わらび座ミュージカル「百婆」
　わらび座のミュージカル「百

婆」。チケット好評発売中です。ぜ

ひお越しください。

◆日時／３月17日（金）午後２時

開演、３月18日（土）①午後２時

開演②午後６時30分開演

◆入場料／3,500円（全席指定・当

日3,800円）

◆チケット発売／わらび座東北事

務所、中仙市民会館、大曲市民会

館、協和市民センター、仙北ふれ

あい文化センターほか

【問い合わせ】

わらび座東北事務所

☎ 0187-44-3860まで
中仙市民会館

☎ 0187-56-7200まで

すべての女性のために
女性の役割と生きがい講演会
◆日時／２月17日（金）午前10時

～正午

◆会場／協和市民センター（和ピア）

◆講師／あゆかわのぼるさん（詩

人・エッセイスト）

【問い合わせ】

協和公民館☎018-892-3128まで

戦争を忘れてはいけません
戦争体験を聞く会
◆日時／２月12日（日）午後１時

30分～

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆参加費／無料

【問い合わせ】

虻川さん☎ 0187-62-3327まで
伊藤さん☎ 0187-63-6235まで
板先さん☎ 0187-66-2711まで

地域に根ざした
家づくり・町並みづくり講演会
　町並みや地域型住宅、民家再生

などをテーマにした講演会です。

◆日時／２月22日（水）午後１時

30分～

◆会場／秋田県生涯学習セン

ター（秋田市山王）

◆定員／150人

◆参加費／無料

◆申込受付期限／２月17日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県建築住宅課

☎ 018-860-2561まで

冬を楽しもう
雪やこんこ雪像づくり体験
　秋田わか杉国体マスコット「ス

ギッチ」などの雪像をつくりま

す。雪にふれ、みんなで冬の秋田

を楽しみましょう。

◆日時／２月11日（土）午後１時

～３時

◆会場／払田柵冬まつり会場内

◆定員／10グループ

◆参加費／無料

◆持参するもの／雪を削る道具

◆申込受付期限／２月３日（金）

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5114まで

秋田わか杉国体マスコット「スギッチ」
（上）のほか、国体にちなんだ雪像を作り
ます。

　陶芸の里の百婆が巻き起こす大騒ぎ
をユーモアたっぷりに描いたミュージ
カル。

地域特性を生かした商品開発
きらめきギフト発掘祭2006
　地元の新酒を味わい、地域の特性

を生かしたギフト開発を考えます。

◆日時／２月23日（木）午後６時

30分～８時30分

◆会場／グローバルダイニング

オン（大曲中通町）

◆参加費／2,000円（酒・料理含む）

■展示ギフトの募集

　「きらめきギフト発掘祭」に展示

してくれるギフトを募集します。

詳しくはお問い合わせください。

◆応募商品／地域の特性を生か

し、今後発売可能な商品

◆申込受付期限／２月15日（水）

【問い合わせ・申し込み】

NPO 冠婚葬祭研究会

☎ 0187-63-1604まで

あなたの声を県政に生かす
県政モニター
　県民の声を県政に届けるモニ

ターを募集します。詳しくは「あき

た新時代」２月号をご覧ください。

◆定員／100人

◆申込受付期限／３月３日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県情報公開課

☎ 018-860-1071まで

意見を聞かせてください
電気通信サービスモニター
　会議やアンケートに協力して

くださるモニターを募集します。

◆対象／20歳以上の方（総務省、

電気通信事業経験者を除く）

◆委嘱期間／４月１日から平成

19年３月31日まで

◆定員／120人（東北地方）

◆申込受付期限／２月20日（月）

【問い合わせ・申し込み】

東北総合通信局電気通信事業課

☎ 022-221-0628まで

21



　人　口　95,612 人（－ 39）

　　　男　45,402 人（－ 22）

　　　女　50,210 人（－ 17）

　世帯数　30,430世帯（＋ 24）

（12/31現在）▼
記
録
的
な
大
雪
で
な
か
な
か
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
晴
れ
の
空
。
連
日
の
大
雪
も
一
段
落

し
、
よ
う
や
く
例
年
ど
お
り
の
落
ち
着
い
た
冬
が

迎
え
ら
れ
そ
う
だ
▼
冬
の
朝
は
布
団
の
温
か
さ
が

心
地
よ
く
、
な
か
な
か
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
晴
れ
た
日
の
早
朝
は
、
外
に
出
る
と
実
に
気

持
ち
が
い
い
。
雪
の
白
、
空
の
青
、
張
り
詰
め
た

空
気
に
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
清
潔
感
と
新
鮮
さ

を
感
じ
る
▼
「
冬
は
つ
と
め
て
。
…
」
平
安
時
代

の
女
性
作
家
・
清
少
納
言
の
枕
草
子
の
一
節
。
平

成
の
現
代
に
、
千
年
前
の
歌
人
と
同
じ
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
何
と
感
慨
深

い
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
春
夏
秋
冬
の
は
っ
き
り

し
た
秋
田
な
ら
で
は
の
良
い
と
こ
ろ
の
一
つ
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▼
季
節
ご
と
に
特
色
あ
る
イ
ベ
ン

ト
が
楽
し
め
る
我
が
ふ
る
さ
と
。
除
雪
は
大
変
だ

が
、
雪
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
冬
だ
け
。
せ
っ
か
く

だ
か
ら
こ
の
季
節
を
楽
し
み
た
い
▼
２
月
は
大
仙

市
の
小
正
月
行
事
、
冬
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
一
度
参
加
し
、
大
仙
市
の
冬
の

魅
力
を
感
じ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

（
朋
）

　人　口　95,612 人（－ 39）

　　　男　45,402 人（－ 22）

　　　女　50,210 人（－ 17）

　世帯数　30,430世帯（＋ 24）

（12/31現在）

期　　間／２月１日（水）から３月15日（水）まで

受付時間／午前９時～午後３時30分

会　　場／各地域の申告会場（詳しくは「広報だいせん１月１日号」
　　　　　　か「各地域版」をご覧ください）

【必要なもの】印鑑（シャチハタは不可）、平成17年分の所得を証明できる
もの（源泉徴収票、給与支払明細書、収支内訳書、帳簿など）、国民年金や
健康保険税などの領収書・証明書、医療費の領収書など

市内、どこの会場でも申告することができます。
平日忙しい方のため、日曜日も申告を受け付けます。

日曜日の申告
２月26日・大曲仙北広域交流センター
　　　　　　　神岡福祉センター、協和総合支所
３月05日・西仙北中央公民館、中仙総合支所
　　12日・大曲中央公民館、協和総合支所
　　　　　　　南外コミュニティーセンター

そ
う
だ

申
告
に
行
か
な
く
ち
ゃ




